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河川維持管理技術者資格の活用状況
Ⅰ 業務への活用

業務 河川維持管理技術者 河川点検士 備考

河川管理施設監理
検討業務
［試行業務］

◎ △

H28～
順次業務数を拡大

原則として、管理技術者を河川維
持管理技術者に限定
(年度の異なる7件以上の実績でも可)

担当技術者として技術士、一級土木施
工管理技士、RCCM等と同等に評価

河川巡視支援業務
［発注者支援］

△ △

H28～
管理技術者及び担当技術者として
技術士、一級土木施工管理技士、
RCCM等と同等に評価

担当技術者として技術士、一級土木施
工管理技士、RCCM等と同等に評価

管理技術者又は担当技術者に河川維持管理技術者・河川点検士を配置す
る場合、担当技術者のうち1名について無資格者でも可

H30～

許認可審査業務
［発注者支援］

△ △
H28～管理技術者として技術士、一級土

木施工管理技士、RCCM等と同等
に評価

担当技術者として技術士、一級土木施
工管理技士、RCCM等と同等に評価

管理支援業務
［発注者支援］

△ △

H28～管理技術者として技術士、一級土
木施工管理技士、RCCM等と同等
に評価

担当技術者として技術士、一級土木施
工管理技士、RCCM等と同等に評価

◎：資格を限定 △：他資格と同等評価 ○：加点評価 【助】：資格者による助言
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河川維持管理技術者資格の活用状況

業務 河川維持管理技術者 河川点検士 備考

その他
維持管理関係業務
【プロポーザル方式】

○

－
H30～(維持管理計画・長寿命化計画修正業務) 管

理技術者の資格評価において加点

その他
維持修繕設計業務
【総合評価】

○
（河川管理施設維持修繕設計業務）管理技
術者の資格評価において加点

－
【今回追加】
H31～

定期縦横断測量業務
【価格競争方式】

【助】 【助】

H30～

測線の追加等に対する河川維持管理技術者
による助言を位置づけ

測線の追加等に対する河川維持管理技術者
の有益な助言があった場合、業務評定点で
加点

測線の追加等に対する河川点検士による助
言を位置づけ

測線の追加等に対する河川点検士の有益な
助言があった場合、業務評定点で加点

◎：資格を限定 △：他資格と同等評価 ○：加点評価 【助】：資格者による助言

Ⅱ 工事への活用

工事 河川維持管理技術者 河川点検士 備考

河川維持工事

【助】 【助】

H30～

除草作業等における河川維持管理技術者
による助言を位置づけ

河川管理施設の維持修繕等に対する河川
維持管理技術者の有益な助言があった場
合、工事評定点で加点

除草作業等における河川点検士による助言
を位置づけ

河川管理施設の維持修繕等に対する河川
点検士の有益な助言があった場合、工事評
定点で加点

２



◆資格活用による維持管理水準の確保や向上等、効果を検証するため、以下のとおり河川維持管理
技術者、河川点検士資格の活用を試行する。なお、試行等を踏まえ逐次見直しを行う予定。

分類

対象業務（工事）

当面の活用試行ロードマップ 平成３１年１月現在

備 考
分
野

区
分

平成29年度 平成30年度 平成31年度

業務

土木
関係
コン
サル
タン
ト

河川管理施設監理
検討業務

［試行業務］

原則として、管理技術
者を河川維持管理技
術者に限定
(年度の異なる7件以上の
実績でも可)

斐伊川・吉井川・旭川・高
梁川・江の川上流
（５水系）で試行

斐伊川・江の川上・下流・
高津川・吉井川・旭川・高
梁川（６水系）で試行予定

千代川・斐伊川・江の川
上・下流・高津川・吉井
川・旭川・高梁川・芦田
川・太田川・小瀬川（10水
系）で試行予定

河川巡視支援業務
［発注者支援］

管理技術者及び担当
技術者として技術士、
一級土木施工管理技
士、RCCM等と同等に
評価

全ての当該業務で実施

管理技術者又は担当
技術者に河川維持管
理技術者又は河川点
検士を配置する場合、
担当技術者のうち1名
について無資格者でも
可

全ての当該業務で実施

許認可審査業務
［発注者支援］

管理技術者及び担当
技術者として技術士、
一級土木施工管理技
士、RCCM等と同等に
評価

全ての当該業務で実施

管理支援業務
［発注者支援］

管理技術者及び担当
技術者として技術士、
一級土木施工管理技
士、RCCM等と同等に
評価

全ての当該業務で実施

３
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分類

対象業務（工事）

当面の活用試行ロードマップ 平成３１年１月現在

備 考
分
野

区
分

平成29年度 平成30年度 平成31年度

業務

土木
関係
コン
サル
タン
ト

その他
維持管理関係業務
【プロポーザル方
式】

(維持管理計画・長寿命
化計画修正業務)
管理技術者の資格評
価において加点

千代川、旭川、太田川
（3水系）で試行予定

江の川上流（1水系）で試
行予定

その他
維持修繕設計業務
【総合評価方式】

（河川管理施設維持修
繕設計業務）管理技術
者の資格評価において
加点

全ての当該業務で実施予
定

【今回追加】

測量

河川定期縦横断等
測量業務
【価格競争方式】

測線の追加等に対する
河川維持管理技術者
又は河川点検士による
助言を位置づけ

測線の追加等に対する
河川維持管理技術者
又は河川点検士の有
益な助言があった場合、
業務評定点で加点

全ての当該業務で実施予
定

工事
維持
修繕

河川維持工事 除草作業等における河
川維持管理技術者又
は河川点検士による助
言を位置づけ

河川管理施設の維持
修繕等に対する河川
維持管理技術者又は
河川点検士の有益な
助言があった場 合、工
事評定点で加点

各事務所の維持工事で試
行

今後、総合評価の
自由設定項目にお
いて、「河川点検士
等の活用」で加点に
向け検討する。

◆資格活用による維持管理水準の確保や向上等、効果を検証するため、以下のとおり河川維持管理
技術者、河川点検士資格の活用を試行する。なお、試行等を踏まえ逐次見直しを行う予定。
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発出元 → 発出先
【機密性２情報】

作成日_作成担当課_用途_保存期間
中国河川維持管理技術者会の開催について

■平成31年1月24日に「中国河川維持管理技術者会」を広島市内で開催しました。
■当会は、河川維持管理技術者と中国地整及び５県２政令市の河川維持管理技術者が、一堂に会して

河川維持管理に係わる技術者の技術力の向上及び適正な河川管理を目指し実施しており、今年で２回
目の開催となります。

■今回は、河川維持管理技術者12名を含む37名の参加により、直轄河川維持管理の紹介の後に、河川
管理の現状と課題について討論を行いました。

■討論には、中国河川技術伝承会（中国地整OB）から２名ファシリテーターとして参加いただき、活発
な意見交換が行われました。

岩﨑河川部長挨拶 直轄河川維持管理の紹介

討論Ａ班 討論Ｂ班

開催状況

【直轄河川維持管理の紹介】
➀千代川の概要（鳥取）

堆積土砂対策
➁高津川の概要（浜田）

樹木対策
➂江の川の概要（三次）

河床洗掘対策

【討論の概要】

河床洗掘（Ｂ班）
➀対策を計画的に行っていくこ
とが重要。
➁洗掘状況把握は、グリーン
レーザーやドローンの活用、直
接測量が考えられるが、ポイン
トを絞った調査が必要。
➂洗掘の発生箇所を想定する
ためには、水理計算が考えら
れるが、河床材料調査の結果
活用が有効。
➃適切な管理のための取組み
については費用対効果を意識
した検討が必要。

樹木と土砂管理（Ａ班）
➀樹木管理は、再繁茂抑制が
重要。対策事例として根株へ
の薬剤注入や住民協働等の
紹介あり。
➁伐木コスト縮減では無償配
布やバイオマス発電との調整
の事例紹介があった。
➂堆積土砂状況把握は、縦横
断測量の他に定点観測（写真
撮影）実施の事例を共有。
➃土砂撤去コスト縮減に向け、
堰下流への置砂活用や搬出
先の公募等の紹介があった。
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